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 梅雨の季節になりました。湿度も気温とともに

高くなり、また天気も変わりやすいこの時期は、

もっとも体調を崩しやすい時期でもあります。過

ごしやすい環境づくりに配慮し、毎日のお子様の

様子に気を配って行きましょう。気温に応じて衣

服の調節ができるように着替えの準備もお願い

いたします。また、食中毒の注意が必要な時期で

す。水筒やお弁当の定期的な消毒をお願いしま

す。下痢や嘔吐の症状がある場合は無理をせず、

早めに病院受診をし、適切な処置を受けましょ

う。 

６月６日（火）内科健診  １２時１０分頃から    

６月１３日（火）歯科検診 １０時から      があります。 

検診は子ども一人一人の発達や心身の健康状態や心身の健康状態や疾病を把握するために必要な保健行事です。お休みをせず

受けていただきますようご協力お願いします。お休みされた場合はおうちの方に園医の先生に個別の受診をお願いします。 

 

           解熱薬の使い方 
３８，5℃以上で、辛そうにしているときに使います。高熱でも元気そうなら使わなくてもいいので

す。また、眠っている子を起こしてまで使う必要はありません。 

一度使ったら、次に使うのは６時間以上あけ、こまめに検温をしましょう。 

＊ただし、熱性けいれんを起こしたことのあるお子さんは、主治医の指示に従い使用しましょう。 

座薬と飲み薬の違い 

効き目はおなじです。吐く子には座薬を、下痢のときや座薬が嫌いな子には飲み薬が処方されるこ

とがあります。座薬の解熱薬と飲み薬の解熱薬を同時に使ってはいけません。 

 

登園は解熱薬を使わない状態で熱が平熱になり２４時間を経過してからとなります。解熱薬は治療

薬ではありません。解熱薬を使用しての登園はおやめください。 

ただしく磨くためのポイント 

 

・ブラシやグリップの形がシンプルで小さめの歯

ブラシを使う。 

・磨く面に直角に 

ブラシをあてる。 

・ブラシは、柔らかい力で 

できるだけ細かく動かす。 

・１本１本磨くつもりで 

磨く。 

 


